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〔総合分析〕 
出題形式 

試験時間 

特徴・その他 

マーク式 

90分 

設問の数は69問と昨年の75問から減少。と昨年と同じ。ページ数も11と同じ。昨年は

出題されなかった地図問題が復活。昨年は一昨年に比べ易化したが、今年は難化して以

前の水準に戻った。 

 

〔大問別講評〕 

番号 出題内容 コメント 難易度 

Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 

東南アジア史・ロシア近代史 

 

 

 

 

 

 

 

ビザンツ史・19世紀のドイツ 

 

 

 

 

 

 

ベトナム史・中華人民共和国史 

 

設問Ｘの空欄補充は易しいが、設問Ｙには①の５

世紀、④の９世紀、⑤の12世紀前半と、指定され

た時代に該当する項目を選択する難しい問題がふ

くまれる。⑧－イのキプチャク＝ハン国の都サラ

イは、ドニエプル川ではなくヴォルガ川が正しい。

このほかにも⑪の露清国境でも河川を正誤ポイン

トにしている。 

 

設問Ｘの空欄補充は易しいものが目立つが、Ｇ－

ａのモルトケは難しい。デンマーク戦争・普墺戦

争・普仏戦争の軍事指導で中心的役割を果たした。

⑥－ｃのハインリヒ１世はザクセン朝初代の王

(東フランク王)であって神聖ローマ皇帝ではな

い。設問の設定に問題がある。 

 

設問Ｘでは空欄(Ａ)－ａの広南(クアンナム)王国

は難しそうだが、消去法で十分正答可能。設問Ｙ

の③－ｄのベトナム共和国の大統領はゴ＝ディン

＝ディエム。ホー＝チ＝ミンはベトナム民主共和

国である。⑤のａは「国有」ではなく「公社有」

が正しい。⑦のｃ、鄧小平は公式には最高権力者

の地位にはつかなかった。当時、日本のマスコミ

は「中国の事実上の最高権力者」などと表現して

いた。 

標準 

(一部難)

 

 

 

 

 

 

標準 

 

 

 

 

 

 

標準 

(一部難)

 



番号 出題内容 コメント 難易度 

Ⅳ 人の移住・移民・奴隷 

 

テーマとしてははやりの部類だが、相当の難問が

ふくまれる。設問Ｘの空欄補充Ｂ－ｄの黒人奴隷

の総数1000万以上は盲点ともいえる。一般的には

1000～2000万とされている。Ｇ－ｂのウーンデッ

ドニーの虐殺も専門的。スー族の聖地に集まった

非武装のインディアンを騎兵隊(西部の米治安部

隊)が虐殺した事件で、ベトナム反戦運動などでは

よく引き合いに出され映画化もされた。設問Ｙの

③のアイスランド・グリーンランドはなかなか手

が回らないエリア。ｅは「デンマーク」ではなく

「ノルウェー」が正しい。ｄのグリーンランドの

「先史時代から人が住んでいた」は難しい。文中

にある10世紀の移住とは「赤毛のエリック」とい

われるデンマーク人の植民成功をさす。いわゆる

「中世大温暖化」の時期に定住地は拡大したが、

14世紀以降の寒冷化で氷河が発達し、可住地は消

滅した。④－ｄは「モルモン」ではなく「クウェ

ーカー」が正しい。 

難 

 

〔総合コメント〕 

設問Ｘの空欄補充問題は易しいものが多いので失敗は許されない。差が出るのは設問Ｙの正誤判定問

題。一部の出題の稀な事項を除けは、難しい問題には年代を問うものが多い。王朝の建国と滅亡・事件・

戦争・条約は当然のこと、著名な文化人の活躍した時代などもおさえておきたい。問題数は昨年に比べ

減少したとはいえ、問題のレベルからいって69問は負担になる。微妙な正誤判定や、後からみればそれ

ほど難しくないポイントでも見えにくいものが目立つ。こういう場合、気分を一新して読み返すうちに

見つかることが多い。しかし、それをするためには時間的余裕が必要だが、その時間を生み出すことが

できるかどうか。問題文を早く正確に読み、手早く解答にいたるよう心がけたい。 

 


